
過誤処理について 

●過誤処理とは●

国保連合会で審査し、支払額が確定したあとに請求明細書の内容に誤りが判明した場合、事

業所から保険者へ過誤申立をして給付実績を取り下げる処理のことです。 

なお、給付管理票は過誤処理の対象とはなりません。 

＜過誤処理の流れ＞ 

① 過誤申立

過誤申立書を対象の保険者（市町）に提出します。

提出期限や提出方法は保険者によって異なるため、対象の保険者（市町）にお問い合わ

せください。

② 過誤申立情報作成

介護サービス事業所より提出された過誤申立書から保険者（市町）が過誤申立情報を作

成します。

③ 過誤申立

保険者（市町）が作成した過誤申立情報を国保連合会へ送付します。

④ 介護給付費等の請求（当月請求分）

介護サービス事業所は当月請求分の介護給付費等の請求を行います。

⑤ 過誤調整

③過誤申立と④介護給付費等の請求（当月請求分）との相殺により、過誤調整を行い
ます。 

⑥ 支払額通知、請求額通知、過誤決定通知

国保連合会は、介護サービス事業所へ支払額通知と過誤決定通知を、保険者（市町）へ

請求額通知と過誤決定通知を送付します。
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●過誤処理の流れ ⑤過誤調整について●

⑤過誤調整は、③過誤申立と④介護給付費等の請求（当月請求分）との相殺により行います。 

例 1：当月分の請求から過誤申立分を差し引いたら支払額がプラスとなる 

例 2：当月分の請求から過誤申立分を差し引いたら支払額がマイナスとなる 

注）マイナスとなった分を連合会にお振込みいただくことになります。 

例 2のように、過誤申立分の金額が介護給付費等の請求（当月請求分）の金額を上回った場

合、サービス事業所への支払額がマイナスとなり、その金額を国保連合会へお振込みいただ

くことになります。 

過誤申立をされる場合は、当月の請求額と過誤申立金額を確認の上、提出をお願いします。 

介護給付費等の
請求(当月請求分)

1,000,000円 ― 100,000円 ＝ 900,000円

過誤申立分 支払額過誤調整

介護給付費等の
請求(当月請求分)

1,000,000円 ― 1,100,000円 ＝ ▲100,000円

過誤申立分 支払額過誤調整


